
私たちは創業以来、健康的で持続可能なライフスタイル

「ロハス（Lifestyles of Health and Sustainability）」を理念に、

「心と体の健康」と「自然環境」に配慮しながら、

お客様の「若返り美」と「健康」に役立つこと

お客様とともに感動体験を増やすこと、社会貢献ができることを目指してきました。

そしてこのたび、SDGs（持続可能な開発目標）の実現にむけて、

新たに「ミックグループSDGs ACTIONs」を制定し、注力してまいります。

SDGsへの取り組み

ミックコスモは持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

ミックグループ SDGs ACTIONs

ミックグループはSDGs（持続可能な開発目標）を実現するために

商品開発から資材調達・生産・販売・廃棄におけるすべての企業活動において努力します。

SDGsは継続的な行動を重要視し、長期的な目標から少しずつ前進し

実現可能なことから取り組み、推進します。



■ 分別破棄への取り組み

各段階でまだ多くの課題がありますが廃棄ロスの減少に向けて取り組みを継続してまいります。

MIC SDGs ACTIONs

Chapter

1 破棄ロス低減プロジェクト

私たち化粧品製造販売会社には

商品開発⇒資材仕入⇒生産⇒販売⇒返品⇒廃棄

という各段階があります。

化粧品には品質保持期限があり、せっかく生産しても

売れ残った製品は廃棄することになります。

たくさん作って一部が売れ残っても

廃棄は仕方がない…。

今まではこれが正直なところ私たちの感覚でした。

しかし、限られた資源をもとに生産する製品を売れ残ったからといって簡単に廃棄してしまっていいのか。

環境への負荷はどうなのか。社会に役立つ企業といえるのか。

これらのことを社内で話し合い、商品開発～廃棄の各段階で廃棄ロスを減らすことにチャレンジしようとプロジェクトを立ち上げました。

出来ることから取り組んでいこうということで、

「廃棄」については今まで廃棄業者さんに化粧水の入ったボトルを

そのままお渡ししていましたが、今回「分別」することにしました。

内容物とボトル、キャップの分別廃棄により、

リサイクル可能なボトル等の有効利用に

役立てていきたいと考えています。

リサイクルが可能で環境負荷が少ない容器の利用は

今後も改善に努めていきたいと考えます。


